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１ 編成方針 

 当市の財政状況は、歳入においては、普通交付税の財政優遇措置である合併算定替の段階的な縮減

により、一般財源の確保がより厳しくなる中で、歳出では、公債費や扶助費等の義務的経費や老朽化

する公共施設等の維持補修費や整備費などの財政負担の増加が見込まれ、財源不足を財政調整基金で

賄う財政運営が当分の間は続くものと想定しております。 

このような状況においても、健全財政を維持し、将来にわたって存在し続けていくためには、財政

規律を遵守した財政運営の堅持を基本としながら、これまで確保してきた財政調整基金の計画的な活

用と、限られた財源の重点化を図りながら予算編成を行いました。 

 

２ 予算規模 

 

 

 

 

 

 

 

増減額
(C)=(A)-(B)

増減率
(C)/(B)

一 般 会 計 46,390,000 48,125,000 △ 1,735,000 △ 3.6

国民健康保険事業特別会計 8,662,500 10,905,100 △ 2,242,600 △ 20.6

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,034,900 947,100 87,800 9.3

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 9,268,000 9,476,300 △ 208,300 △ 2.2

農業集落排水事業特別会計 722,000 809,600 △ 87,600 △ 10.8

勤労者福祉共済事業特別会計 16,800 15,600 1,200 7.7

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,466,500 3,083,000 △ 616,500 △ 20.0

合 計 68,560,700 73,361,700 △ 4,801,000 △ 6.5

区 分

（単位：千円、％）

平成３０年度
(A)

平成２９年度
(B)

比 較

 

 

 

 

一般会計の予算規模    

46,390,000千円 （前年度比1,735,000千円の減、伸び率△３．６％） 

三条市全体の予算規模（一般会計と特別会計の合計） 

68,560,700千円 （前年度比4,801,000千円の減、伸び率△６．５％） 
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（１）一般会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 30 年度当初予算の編成に当たっては、引き続き、歳出予算全般にわたり、経

費の抑制を図りつつ、国の財政措置を有効に活用しながら、スポーツ・文化・交流複

合施設や図書館等複合施設などの社会教育環境の整備や、緊急内水対策事業などの社

会インフラの整備のほか、海外販路の拡大等によるものづくり産業の振興などに重点

的に予算を配分しました。 

 

【減要因】 

① 経常経費 

・職員人件費（一般職）    △46,741千円（○305,891,831千円←○295,938,572千円） 

（特別会計を含み、退職手当を除く） 

・退職手当（一般職）    △68,652千円（○30 606,272千円←○29 674,924千円） 

職員数の削減    ○301,054人←○291,068人（△14人） 

      （企業職員等含む ○301,085人←○291,100人（△15人）） 

      退職者数の減    ○30        32人←○29         35人（△   3人） 

 

② 投資的経費 

・大崎中学校区小中一体校建設事業 

               △3,133,506千円（○30             5,215千円←○293,138,721 千円） 

・旭・裏館統合保育所建設事業 

△ 722,171 千円（○30         0千円←○29  722,171 千円） 

③ その他 

・長期債元金        △ 672,779千円（○307,559,143千円←○29    8,231,922千円） 

・金融対策事業       △ 660,662千円（○301,935,224千円←○292,595,886千円） 

 

・一般会計の予算の規模    46,390,000千円（前年度比△1,735,000千円、△ 3.6％） 

                      

・投資的経費の予算規模    6,886,103千円（前年度比 △301,823千円、△4.2％） 

                  

・財政調整基金の取崩      2,537,203千円（前年度比 ＋ 151,722千円、＋ 6.4％） 

（うち、財源調整分）      2,211,000千円（前年度比 ＋ 229,000千円、＋11.6％） 

 

・地方債の発行         6,839,213千円（前年度比 △ 960,962千円、△12.3％） 
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・枠配分方式による経費削減       △    50,674     千円（経常経費2％、政策経費3％削減） 

 

【増要因】 

① 投資的経費 

・スポーツ・文化・交流複合施設建設事業  

                 ＋1,467,752 千円（○301,488,156千円←○29   20,404千円） 

・新最終処分場整備事業     ＋ 688,937 千円（○30 790,357 千円←○29101,420千円） 

・水害対策事業         ＋ 240,500 千円（○30    340,500千円←○29100,000千円） 

 

② その他  

・市議会議員選挙費        ＋  59,021 千円（○30   65,565 千円←○29 6,544 千円） 

・農業担い手確保育成事業    ＋  50,811 千円（○30    131,555 千円←○29 80,744 千円） 

 

 

（２）特別会計 
 

国民健康保険事業特別会計 

 国民健康保険制度の財政運営主体が県に移行することによる共同事業拠出金等の減 

 

後期高齢者医療特別会計 

 医療給付費の増等に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増 
 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 

 第７期介護保険事業計画に基づく地域密着型介護サービス等の給付費の減 
 

農業集落排水事業特別会計 

 農業集落排水施設整備等に係る公債費の減 
 

勤労者福祉共済事業特別会計 

 給付事業費及び余暇事業費の増 
 

公共下水道事業特別会計 

 公共下水道施設の長寿命化工事費及び公債費の減 
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３ 予算の状況（一般会計） 

（１）歳入の概要 

（単位：千円、％）

予算額

(A)
構成比

予算額

(B)
構成比

増減額

(C)=(A)-(B)

増減率

(C)/(B)

1 市 税 12,905,288 27.8 12,856,399 26.7 48,889 0.4

2 地 方 譲 与 税 372,000 0.8 363,000 0.7 9,000 2.5

3 利 子 割 交 付 金 6,000 8,000 △ 2,000 △ 25.0

4 配 当 割 交 付 金 21,000 0.1 44,000 0.1 △ 23,000 △ 52.3

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 18,000 29,000 0.1 △ 11,000 △ 37.9

6 地 方 消 費 税 交 付 金 1,728,000 3.7 1,723,000 3.6 5,000 0.3

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 16,000 16,000

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 99,000 0.2 79,000 0.2 20,000 25.3

9 地 方 特 例 交 付 金 54,500 0.1 47,000 0.1 7,500 16.0

10 地 方 交 付 税 9,150,000 19.7 9,250,000 19.2 △ 100,000 △ 1.1

11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 15,000 16,000 △ 1,000 △ 6.3

12 分 担 金 及 び 負 担 金 531,703 1.2 533,975 1.1 △ 2,272 △ 0.4

13 使 用 料 及 び 手 数 料 699,124 1.5 708,881 1.5 △ 9,757 △ 1.4

14 国 庫 支 出 金 5,886,266 12.7 5,869,282 12.2 16,984 0.3

15 県 支 出 金 2,769,526 6.0 2,976,856 6.2 △ 207,330 △ 7.0

16 財 産 収 入 31,125 0.1 36,282 0.1 △ 5,157 △ 14.2

17 寄 附 金 5 5

18 繰 入 金 2,864,504 6.2 2,731,877 5.7 132,627 4.9

19 繰 越 金 100,000 0.2 100,000 0.2

20 諸 収 入 2,283,746 4.9 2,936,268 6.1 △ 652,522 △ 22.2

21 市 債 6,839,213 14.8 7,800,175 16.2 △ 960,962 △ 12.3

46,390,000 100.0 48,125,000 100.0 △ 1,735,000 △ 3.6計

平成３０年度 平成２９年度 比 較

区 分

 

繰入金
6.2%

地方交付税
19.7%

依存
58.1%

自主
41.9%

国庫支出金
12.7%

市債

14.8%

県支出金
6.0%

その他
4.9%

その他

3.0%

市税
27.8%

 

歳入 

歳入予算構成比 

〈依存財源 その他 の内訳〉 

地方消費税交付金    ３．７％ 

地方譲与税       ０．８％ 

自動車取得税交付金   ０．２％ 

配当割交付金      ０．１％ 

地方特例交付金     ０．１％ 

利子割交付金      ０．０％ 

株式等譲渡所得割交付金   ０．０％ 

ゴルフ場利用税交付金  ０．０％ 

交通安全対策特別交付金 ０．０％ 

 

〈自主財源 その他 の内訳〉 

使用料及び手数料 １．５％ 

分担金及び負担金 １．２％ 

繰越金      ０．２％ 

財産収入     ０．１％ 

寄附金      ０．０％ 

諸収入

4.9％ 
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【一般会計歳入の主な増減内容】 

 

市 税 固定資産税や市たばこ税の減などがあるものの、法人市民税や個人市民
税の増などにより、４８，８８９千円、０．４％の増 
 

 

地 方 交 付 税 地方債元利償還金の交付税算入額の増などがあるものの、合併算定替加
算の縮減などにより、１００，０００千円、１．１％の減 
 

 

使用料及び手数料 公営住宅使用料やし尿処理手数料の減などにより、９，７５７千円、１．
４％の減 
  

国 庫 支 出 金 小中学校施設整備費負担金の減などがあるものの、社会資本整備総合交
付金や循環型社会形成推進交付金の増などにより、１６，９８４千円、０．
３％の増 
 

 

県 支 出 金 国道４０３号三条北バイパス遺跡発掘調査委託金や市町村合併特別交付
金の減などにより、２０７，３３０千円、７．０％の減 
 

 

繰 入 金 財政調整基金繰入金の増などにより、１３２，６２７千円、４．９％の
増 
 

 

諸 収 入 返戻金の増などがあるものの、中小企業振興資金等の制度融資預託金繰
戻金の減などにより、６５２，５２２千円、２２．２％の減 
 

 

市 債 スポーツ・文化・交流複合施設建設事業費充当債の増などがあるものの、
大崎中学校区小中一体校建設事業費充当債や借換債の減などにより、９６
０，９６２千円、１２．３％の減 

 

【歳入予算一般財源の状況】 

 
（単位：千円、％）

予算額

(A)
構成比

予算額

(B)
構成比

増減額

(C)=(A)-(B)

増減率

(C)/(B)

市 税 12,905,288 44.8 12,856,399 44.6 48,889 0.4

地 方 譲 与 税 372,000 1.3 363,000 1.3 9,000 2.5

利 子 割 交 付 金 6,000 8,000 △ 2,000 △ 25.0

配 当 割 交 付 金 21,000 0.1 44,000 0.1 △ 23,000 △ 52.3

株式等譲渡所得割交付金 18,000 0.1 29,000 0.1 △ 11,000 △ 37.9

地 方 消 費 税 交 付 金 1,728,000 6.0 1,723,000 6.0 5,000 0.3

ゴルフ場利用税交付金 16,000 16,000 0.1

自 動車 取得 税交 付金 99,000 0.3 79,000 0.3 20,000 25.3

地 方 特 例 交 付 金 54,500 0.2 47,000 0.2 7,500 16.0

地 方 交 付 税 9,150,000 31.8 9,250,000 32.1 △ 100,000 △ 1.1

繰 入 金 2,537,203 8.8 2,385,481 8.3 151,722 6.4

諸 収 入 ・ そ の 他 1,902,917 6.6 1,993,976 6.9 △ 91,059 △ 4.6

計 28,809,908 100.0 28,794,856 100.0 15,052 0.1

平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ２ ９ 年度 比 較

区 分



 - 6 - 

（２）歳出の概要 

 ①目的別分類 

（単位：千円、％）

予算額
(A)

構成比
予算額
(B)

構成比
増減額

(C)=(A)-(B)
増減率
(C)/(B)

1 議 会 費 262,411 0.6 278,673 0.6 △ 16,262 △ 5.8

2 総 務 費 4,071,991 8.8 3,854,924 8.0 217,067 5.6

3 民 生 費 13,270,837 28.6 14,016,182 29.1 △ 745,345 △ 5.3

4 衛 生 費 3,719,205 8.0 3,036,620 6.3 682,585 22.5

5 労 働 費 179,477 0.4 184,715 0.4 △ 5,238 △ 2.8

6 農林水産業費 1,411,513 3.0 1,431,399 3.0 △ 19,886 △ 1.4

7 商 工 費 2,900,157 6.3 3,554,949 7.4 △ 654,792 △ 18.4

8 土 木 費 5,697,816 12.3 4,751,504 9.9 946,312 19.9

9 消 防 費 1,642,083 3.5 1,558,643 3.2 83,440 5.4

10 教 育 費 5,115,268 11.0 6,577,632 13.7 △ 1,462,364 △ 22.2

11 公 債 費 8,108,885 17.5 8,869,399 18.4 △ 760,514 △ 8.6

12 諸 支 出 金 357 360 △ 3 △ 0.8

13 予 備 費 10,000 10,000

46,390,000 100.0 48,125,000 100.0 △ 1,735,000 △ 3.6計

平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ２ ９ 年 度 比 較

区 分

 

 

総務費

8.8%

教育費

11.0%

土木費

12.3%

公債費

17.5%

民生費

28.6%

その他

4.0%消防費

3.5%

商工費

6.3%

衛生費

8.0%

 

 

歳出予算構成比（目的別）

歳出 
目的別 

〈その他 の内訳〉 

農林水産業費 ３．０％ 

議会費    ０．６％ 

労働費    ０．４％ 

諸支出金   ０．０％ 

予備費     ０．０％ 
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【一般会計歳出の主な増減内容（目的別）】 

 

 

 

総 務 費 旧嵐南保育所の解体費の減などがあるものの、実学系ものづくり大学

施設建設事業費や医療系高等教育機関施設建設事業費の増などにより、

２１７，０６７千円、５．６％の増 

 

 

民 生 費 障がい者自立支援給付費や私立保育園運営費の増などがあるものの、

旭・裏館統合保育所建設事業費や児童手当給付費の減などにより、７４

５，３４５千円、５．３％の減 

 

 

衛 生 費 新最終処分場整備事業費や合併処理浄化槽設置促進事業費の増など

により、６８２，５８５千円、２２．５％の増 

 
 

農林水産業費 農業担い手確保育成事業費の増などがあるものの、濁沢名下線開設事

業費や土地改良事業費の減などにより、１９，８８６千円、１．４％の

減 

 

 

商 工 費 伝統的地場産業振興事業費の増などがあるものの、中小企業振興資金

等の制度融資預託金の減などにより、６５４，７９２千円、１８．４％

の減 

 

 

土 木 費 水害対策事業費や道路維持費の増などにより、９４６，３１２千円、

１９．９％の増 

 

 

 

消 防 費 消防施設等整備費や県消防大会開催事業費の減などがあるものの、地

域防災力強化事業費や消防庁舎管理費の増などにより、８３，４４０千

円、５．４％の増 

 
 

教 育 費 スポーツ・文化・交流複合施設建設事業費や図書館等複合施設建設事

業費の増などがあるものの、大崎中学校区小中一体校建設事業費や遺跡

発掘調査費の減などにより、１，４６２，３６４千円、２２．２％の減 

 

 

公 債 費 合併特例債の元金償還金の増などがあるものの、借換債の減などによ

り、７６０，５１４千円、８．６％の減 
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②性質別分類 

（単位：千円、％）

予算額
(A)

構成比
予算額
(B)

構成比
増減額

(C)=(A)-(B)
増減率
(C)/(B)

24,190,462 52.1 24,115,332 50.1 75,130 0.3

6,771,986 14.6 6,843,527 14.2 △ 71,541 △ 1.0

う ち 職 員 給 4,013,614 8.7 4,094,112 8.5 △ 80,498 △ 2.0

う ち 退 職 手 当 626,879 1.4 686,107 1.4 △ 59,228 △ 8.6

5,580,511 12.0 5,597,589 11.6 △ 17,078 △ 0.3

886,095 1.9 824,996 1.7 61,099 7.4

8,335,931 18.0 8,279,554 17.2 56,377 0.7

2,615,939 5.6 2,569,666 5.4 46,273 1.8

うち一部事務組合負担金 169,060 0.4 200,127 0.4 △ 31,067 △ 15.5

6,886,103 14.8 7,187,926 15.0 △ 301,823 △ 4.2

6,886,103 14.8 7,187,926 15.0 △ 301,823 △ 4.2

8,194,527 17.7 8,964,437 18.6 △ 769,910 △ 8.6

1,715 2,577 △ 862 △ 33.4

68,471 0.2 79,392 0.2 △ 10,921 △ 13.8

2,043,720 4.4 2,702,860 5.6 △ 659,140 △ 24.4

4,995,002 10.8 5,062,476 10.5 △ 67,474 △ 1.3

10,000 10,000

計 46,390,000 100.0 48,125,000 100.0 △ 1,735,000 △ 3.6

貸 付 金

繰 出 金

消 費 的 経 費

比 較

区 分

投 資 及 び 出 資 金

平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ２ ９ 年 度

予 備 費

積 立 金

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

投 資 的 経 費

公 債 費

普 通 建 設 事 業 費

 

普通建設事業費

14.8%

物件費

12.0%

公債費

17.7%

人件費

14.6%

扶助費

18.0%

その他

2.1%貸付金

4.4%

補助費等

5.6%

繰出金

10.8%

 

 

歳出予算構成比（性質別）

歳出 
性質別 

〈その他 の内訳〉 

維持補修費    １．９％ 

投資及び出資金  ０．２％ 

積立金      ０．０％ 

予備費      ０．０％ 
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【一般会計歳出の主な増減内容（性質別）】 

 

人 件 費 退職手当や職員数の減による職員給の減などにより、７１，５４１千円、

１．０％の減 

 

 

 

物 件 費 学校給食調理等業務委託料や臨時職員賃金の増などがあるものの、遺跡

発掘調査業務等委託料の減などにより、１７，０７８千円、０．３％の減 

 

 

 

維 持 補 修 費 公園長寿命化修繕計画策定委託料の減などがあるものの、橋梁維持費や

小・中学校の施設修繕料の増などにより、６１，０９９千円、７．４％の

増 

 

 

 

扶 助 費 児童手当や幼稚園施設型給付費の減などがあるものの、認定こども園施

設型給付費や私立保育園運営委託料の増などにより、５６，３７７千円、

０．７％の増 

 

 

 

補 助 費 等 オリンピック・パラリンピック活用地域活性化首長連合負担金の減など

があるものの、農林水産業総合振興事業補助金や地域公共交通協議会負担

金の増などにより、４６，２７３千円、１．８％の増 

 

 

 

投 資 的 経 費 スポーツ・文化・交流複合施設建設事業費や新最終処分場整備事業費の

増などがあるものの、大崎中学校区小中一体校建設事業費や旭・裏館統合

保育所建設事業費の減などにより、３０１，８２３千円、４．２％の減 

 

 

 

公 債 費 合併特例債の元金償還金の増などがあるものの、借換債の減などにより、

７６９，９１０千円、８．６％の減 

 

 

 

 

貸 付 金 中小企業振興資金、中小企業経営安定化緊急対策資金、中小企業構造改

革資金等の制度融資預託金の減などにより、６５９，１４０千円、２４．

４％の減 

 

 

 

繰 出 金 後期高齢者医療特別会計繰出金の増などがあるものの、介護保険事業特

別会計繰出金や公共下水道事業特別会計繰出金の減などにより、６７，４

７４千円、１．３％の減 
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４ 基金の状況 

 平成３０年度末の基金残高見込額は、９，２４８，０２４千円 

 平成３０年度中に財政調整基金、職員退職手当基金の取崩しを行うことなどにより、平成２９年度

末残高見込額から２，７８７，４０１千円の減 

（単位：千円）

積立見込額 取崩見込額

6,320,879 1 2,537,203 3,783,677

524,163 67,000 67,000 524,163

922,093 64 200,000 722,157

910,658 904 911,562

107,135 107,135

178,422 4,774 173,648

355,447 86 4,582 350,951

89,753 90 2,300 87,543

8,132 9 7,856 285

92,609 2,609 90,000

103,617 103 103,720

156,381 1 17,902 138,480

100,500 100 100,600

49,824 3,449 46,375

183,902 183,902

359,905 357 360,262

386 1 1 386

1,571,619 1,559 10,000 1,563,178

12,035,425 70,275 2,857,676 9,248,024

介 護 給 付 費 準 備 基 金

財 政 調 整 基 金

区 分

温 泉 保 養 交 流 施 設 等 整 備 基 金

共 和 松 井 基 金

社 会 福 祉 基 金

アークランドサカモト株式会社障がい者福祉基金

国民健康保険事業財政調整基金

花 と 緑 の ま ち づ く り 基 金

下 水 道 施 設 等 整 備 基 金

平成３０年度
末残高見込額

合 計

平成２９年度
末残高見込額

市 債 管 理 基 金

職 員 退 職 手 当 基 金

国 際 交 流 基 金

公 共 施 設 整 備 基 金

奨 学 基 金

理 科 教 育 振 興 基 金

平成３０年度増減見込額

人 材 育 成 基 金

文 化 振 興 基 金

諸橋文庫・諸橋博士漢学の里基金

 

 

５ 市債の状況 

 平成３０年度末の市債残高見込額は９２，６１６，２０８千円 

 平成２９年度末残高見込額から１，７１８，５２２千円の減 

（単位：千円）

起債見込額 元金償還見込額

一 般 会 計 71,462,341 6,839,213 7,559,143 70,742,411

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5,851,761 166,200 431,936 5,586,025

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 17,020,628 622,000 1,354,856 16,287,772

合 計 94,334,730 7,627,413 9,345,935 92,616,208

区 分
平成２９年度
末残高見込額

平成３０年度
末残高見込額

平成３０年度増減見込額
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６ 地方消費税交付金（社会保障財源分）が充てられる社会保障４経費、 

その他社会保障施策に要する経費 

 平成３０年度の地方消費税交付金の交付見込額は、１，７２８，０００千円 

社会保障財源分は１，７２８，０００千円に１７分の７を乗じた７１１，５２９千円 

国県支出金 地 方 債 その他
う ち 、 引 上 げ 分 の
地 方 消 費 税 交 付 金

（社会保障財源化分）

8,650,276 5,044,710 52,000 594,725 2,958,841 332,086

2,114,831 1,445,454 2,790 666,587 74,814

288,085 6,473 17,400 24,764 239,448 26,874

5,389,722 2,940,424 34,600 567,171 1,847,527 207,358

857,638 652,359 205,279 23,040

3,252,577 593,339 2,659,238 298,460

722,017 396,644 325,373 36,518

1,352,918 8,475 1,344,443 150,894

1,177,642 188,220 989,422 111,048

856,556 110,350 24,659 721,547 80,983

55,242 575 2,145 52,522 5,895

270,169 404 269,765 30,277

405,572 105,307 744 299,521 33,617

125,573 4,064 21,770 99,739 11,194

12,759,409 5,748,399 52,000 619,384 6,339,626 711,529

社 会 福 祉 事 業

財 源 内 訳

特 定 財 源 一 般 財 源

区　　　　分
平成３０年度
予 算 額

（単位：千円）

保 健 衛 生 関 係

合　　　　計

障 が い 福 祉 事 業

老 人 福 祉 事 業

児 童 福 祉 事 業

生 活 保 護 事 業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

保 健 衛 生 事 業

予 防 事 業

母 子 保 健 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健 事 業

社 会 保 険 関 係

※ 社会保障費にかかる職員人件費、及び救急医療運営費補助金は除く 
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７ 重点政策の概要 

最も大きな課題である少子高齢化、人口減少がもたらす危機的な状況を乗り越え、総合計画に掲

げた将来都市像「豊かな自然に恵まれた 歴史と文化の息づく 創意にみちた ものづくりのまち」

を実現するため、「３つの処方箋」に沿って積極果敢に市政を展開していきます。 

 

３つの処方箋 

１ 処方箋その１  このまちの基礎体力を向上させる  

～ライフステージごとに基礎体力を高め、まちの魅力を向上～ 

２ 処方箋その２  人を去らせず、来たる人を追い求め、歓迎する 

  ～人口流出を抑制し、人口の復元力を高めることで社会動態を改善～ 

３ 処方箋その３  人口減少社会、少子高齢化社会と共存する道を歩む 

  ～高度成長期以来の価値観の転換を図ることで「持続可能」という最強の武器をこの手に～ 

 

(1)  処方箋その１  このまちの基礎体力を向上させる  

～ライフステージごとに基礎体力を高め、まちの魅力を向上～ 

〔 ２１，０７２，５３８ 千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 Ｐ２）〕 

 

  教育・子育て政策の更なる展開 [ ４，０１６，６６０ 千円 ]   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ア 総合サポートシステム事業                １，８５３千円 （P３１） 

   イ 三条っ子発達応援事業                 ３６，０２７千円 （P３１） 

   ウ 特定教育・保育サービスの実施          ３，０９２，８２６千円 （P３２） 

   エ 放課後子ども教室推進事業                ４，６７６千円 （P３３） 

   オ 放課後児童健全育成事業               １９６，３５２千円 （P３４） 

   カ 眠育推進事業                        ８１４千円 （P３６） 

   キ 子ども医療費助成                  ２９５，７５９千円 （P３７） 

 これまで築き上げてきた小中一貫教育を更に洗練、深化させていくため、各学園長を中心

とする学園運営体制を更に強化するとともに、一人一人の子どもの状況に即した様々な支援

を行っていきます。 

 また、近年、核家族化や共働きにより、子育てと仕事の両立が困難な家庭が増加している

ことから、４月に開所する新たな裏館保育所において、入所ニーズが高まっている３歳未満

児の受入れの拡大を図るとともに、引き続き、公立保育所に年度当初から保育士を加配し、

年度途中に発生する保育士不足による待機児童の解消を図るなど、多様な保育ニーズに対応

していきます。 

 さらに、子育てに係る経済的負担の軽減を図るため、子どもが２人までの家庭についても、

一定の基準を設けつつ、子どもの通院に係る医療費助成を中学３年生までに拡充します。 

 あわせて、小学生の放課後等における安全な居場所について、地域の方々の協力をいただ

きながら、学校を活用して確保していきます。 
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ク 就学・就園の支援                  １０７，００６千円 （P５４） 

   ケ 小中一貫教育推進事業                 ４６，８９４千円 （P５４） 

   コ 学力向上推進事業                    ９，３９４千円 （P５４） 

   サ 三条市の特色を活かしたキャリア教育事業         ７，５４７千円 （P５４） 

   シ いじめ・不登校対策事業                １５，８５８千円 （P５５） 

   ス さんじょう一番星育成事業               ３９，５２８千円 （P５５） 

   セ スクールアシスタント推進事業             ２９，０８６千円 （P５６） 

   ソ 特別支援教育事業                  １３３，０４０千円 （P５６） 

 

   「ものづくりのまち」の更なる深化 [ ２，４５７，５４９ 千円 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ア 農業担い手確保育成事業               １３１，５５５千円 （P４１） 

   イ 商工業活性化事業                   ８４，４６４千円 （P４４） 

   ウ 伝統的地場産業振興事業                 ６４，０８１千円 （P４５） 

   エ 工業流通団地の整備         （債務負担行為  １４８，４３０千円）（P４６） 

   オ 金融対策事業                  １，９３５，２２４千円 （P４６） 

   カ 燕三条地場産業振興センター事業           ２１２，１７５千円 （P４６） 

   キ 地域ブランド推進事業                 ３０，０５０千円 （P４７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ものづくりのまちとしての持続可能性を確かなものとしていくため、人材の確保と生産基

盤の強化を進めていきます。 

人材の確保については、長期的には、実学系ものづくり大学の開設を目指すほか、短期的

な取組として、ＯＤＡを通じて製造業の人材育成を支援しているベトナムのバリア・ブンタ

ウ省の技能実習生を受け入れ、市内企業の人材を確保していきます。 

生産基盤の強化については、事業拡大に対する意欲が高い企業が多く存在している状況を

踏まえ、栄地域における新たな工業流通団地の造成に向け、具体的な分譲方法や区画等の検

討を行うとともに、団地内の幹線道路の整備を進めていきます。 

加えて、人口減少により国内市場が縮小していく中で受注量を維持・拡大していくため、

中・長期的な事業展開スキームを明示した「海外展開戦略」を策定し、市内企業の海外展開

を支援していくほか、引き続き、関係団体と連携し、中国の成都市や重慶市での電子商取引

サイトによる販売やベトナムでの商談会の実施等を通じ、国外需要の獲得に積極的に取り組

んでいきます。 
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  健幸都市への更なる挑戦 [ １１，３１３，１１７ 千円 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ア まちなか交流広場運営事業               １５，０２３千円 （P２４） 

イ 地域おこし協力活動事業               １１７，５２４千円 （P２６） 

ウ 地域公共交通の充実                  ６４，４６４千円 （P２６） 

エ 東三条駅の機能向上                   ４，７８７千円 （P２７） 

オ 生涯学習振興事業                     １，８７４千円 （P５７） 

カ 図書館等複合施設建設事業              ３５３，２８９千円 （P５８） 

                    （債務負担行為 １３０，２５５千円） 

キ スポーツ・文化・交流複合施設建設事業       １，４８８，１５６千円 （P５９） 

（債務負担行為  ２４，６７８千円） 

ク 介護保険事業特別会計                     ９，２６８，０００千円 （P６０） 

 

  安全・安心な暮らしへの更なる追求 [ ２，８９７，９９８ 千円 ※重複掲載を除く。] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ア 医療体制確保対策事業                  ２，４００千円 （P３５） 

イ 合併処理浄化槽設置促進事業              １５，３３５千円 （P３８） 

ウ 新最終処分場整備事業                ７９０，３５７千円 （P３９） 

エ 県央基幹病院の開院に向けた環境整備の促進          １５０千円 （P４９） 

オ 道路改良事業                    ９４４，６５０千円 （P４９） 

カ 除雪業務費                     １９２，５５１千円 （P５０） 

キ 用悪水路新設改良事業                 ２８，０００千円 （P５０） 

高齢者に限らずより多くの方々が出掛け、そこでの交流から新たな交流が創出されていく

ような好循環を生み出していくため、こうした環境づくりの中核となる「スポーツ・文化・

交流複合施設」と「図書館等複合施設」の整備を進めるとともに、この二つの施設の供用開

始を見据えつつ、ステージえんがわや鍛冶道場などの既存施設を有機的に結び付け、多彩な

交流を育むエリアとしての面展開に向けた検討を深めていきます。 

また、高齢者の日常的な外出を更に促進するため、地域の通いの場にきっかけの１歩事業

を始めとする様々な活動メニューを提供し、その活動の活発化を図るとともに、デマンド交

通の運行日をこれまでの平日運行から土日祝日を含む全日運行に拡大します。 

市民の皆様の安全・安心をより確実なものとしていくため、引き続き、新通川排水区域や

須頃郷地区の排水路整備に取り組むとともに、西本成寺一丁目地内の地下式雨水貯留施設整

備に着手します。 

さらに、これまで幾度となく被害をもたらした大面川の氾濫対策として、調整池の整備に

向けた測量調査を実施していきます。 

加えて、水害発生時の減災に向け、河川水位と各地域の浸水想定を関連付けた新たな「豪

雨災害対応ガイドブック」を作成するとともに、情報伝達の仕組みを検討していくほか、雪

を災害と捉えた対応について改めて検討を行い、その実効性を高めていきます。 

また、県央基幹病院建設地周辺の幹線道路の慢性的な交通渋滞等の解消のため、道路新設

を含めた拡幅整備事業に着手するとともに、引き続き、国、県に対してアクセス道路等の早

期整備を要望していきます。 
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ク 水害対策事業                    ３４０，５００千円 （P５０） 

ケ 緊急内水対策事業                  ４５８，５００千円 （P５０） 

コ 災害対策事業                     ３８，４２１千円 （P５３） 

サ 地域防災力強化事業                  ８６，１８６千円 （P５３） 

シ 総合防災訓練事業                      ９４８千円 （P５３） 

   ス 三条市の特色を活かしたキャリア教育事業（※重複掲載）  ７，５４７千円 （P５４） 

 

  全ての人々の尊厳の確保 [ ３８７，２１４ 千円 ※重複掲載を除く。]   

 

 

 

 

 

 

 

 

   ア 地域生活支援事業                  １２９，６８９千円 （P２８） 

イ 障がい者福祉事業                  ２５７，５２５千円 （P２９） 

   ウ 総合サポートシステム事業（※重複掲載）         １，８５３千円 （P３１） 

エ 三条っ子発達応援事業（※重複掲載）          ３６，０２７千円 （P３１） 

オ 特別支援教育事業（※重複掲載）           １３３，０４０千円 （P５６） 

カ 介護保険事業特別会計（※重複掲載）       ９，２６８，０００千円 （P６０） 

 

(2)  処方箋その２  人を去らせず、来たる人を追い求め、歓迎する  

～人口流出を抑制し、人口の復元力を高めることで社会動態を改善～ 

〔 ３８１，５４７千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 P19）〕 

 

   若年層の転出抑制 [ ２０５，７１７ 千円 ※重複掲載を除く。 ]   

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 高等教育機関の開設に向けた検討            １８，０３７千円 （P２４） 

イ 実学系ものづくり大学施設建設事業          １２５，８３６千円 （P２４） 

ウ 医療系高等教育機関施設建設事業            ６１，８４４千円 （P２４） 

エ 伝統的地場産業振興事業（※重複掲載）         ６４，０８１千円 （P４５） 

 

障がいがある方の一般就労をよりスムーズに行うため、企業の業務の一部を切り出し、障

がいに応じた新たな就労の場とする「チャレンジドオフィス」の開設に取り組みます。 

また、一般就労が困難な方々に対し、交流等を通じた生きがいづくりを支援していくため、

「地域活動支援センター」の充実を図ります。 

地域包括ケアシステムを構築するため、限られた医療資源を補完する「ひめさゆりネット」

の拡大を図るとともに、医療、介護、生活支援の相互補完に向けた総合調整を担う「（仮称）

地域連携センター」の整備を進めていきます。 

 実学系ものづくり大学については、平成３３年４月の開設に向け、教育内容等検討実務者

会議において、教育課程の検討と併せ、その中核を成す長期インターンシップの実施に向け

た地元企業等との連携体制の構築を進めるとともに、教員の確保を始め、大学設置認可に必

要な要件を着実に整えていきます。また、新潟県央工業高等学校と連携し、インターンシッ

プの受入先や、同校からの入学生の確保に向けた取組を進めていきます。 

 医療系高等教育機関については、平成３２年４月の開設に向け、臨地実習先の確保等、運

営事業者に対して最大限の協力をしていきます。 
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   若年層の転入促進 [ １６３，９７６ 千円 ※重複掲載を除く。]  

 

 

 

 

 

 

 

ア 移住促進事業                     １７，０９４千円 （P２５） 

イ 地域おこし協力活動事業（※重複掲載）        １１７，５２４千円 （P２６） 

ウ バイオマス利活用推進事業                  ３１８千円 （P３９） 

エ 農業担い手確保育成事業（※重複掲載）        １３１，５５５千円 （P４１） 

オ 林道濁沢名下線開設事業                ３５，２００千円 （P４３） 

カ 林道上大浦線舗装事業                  ５，０００千円 （P４３） 

キ 林道改良事業                      ５，８３０千円 （P４３） 

ク 商工業活性化事業（※重複掲載）            ８４，４６４千円 （P４４） 

ケ 伝統的地場産業振興事業（※重複掲載）         ６４，０８１千円 （P４５） 

コ 三条鍛冶道場事業                   ２６，５２８千円 （P４５） 

サ 燕三条地場産業振興センター事業（※重複掲載）    ２１２，１７５千円 （P４６） 

   シ 地域ブランド推進事業（※重複掲載）          ３０，０５０千円 （P４７） 

ス オリンピック・パラリンピック活用地域活性化首長連合事業   ５０，１５７千円 （P４７） 

セ スポーツ振興事業                   ２３，８４９千円 （P５９） 

 

   自然動態改善への挑戦 [ １１，８５４ 千円 ※重複掲載を除く。]  

 

 

 

 

 

ア 男女共同参画推進事業                  ２，０５５千円 （P２３） 

イ 移住促進事業（※重複掲載）              １７，０９４千円 （P２５） 

ウ 特定教育・保育サービスの実施（※重複掲載）   ３，０９２，８２６千円 （P３２） 

エ 放課後子ども教室推進事業（※重複掲載）         ４，６７６千円 （P３３） 

オ 放課後児童健全育成事業（※重複掲載）        １９６，３５２千円 （P３４） 

カ 子ども医療費助成（※重複掲載）           ２９５，７５９千円 （P３７） 

キ 雇用対策事業                      ９，７９９千円 （P４８） 

 

 

 

 

 

転入の促進には、まずは訪れてもらい、このまちの良さを体感していただくことが必要で

あることから、当市の魅力の一つである下田郷に代表される「豊かな自然」に、洗練された

ライフスタイルといった付加価値を持たせ、他地域との差別化を図りながら、当地の知名度

を高めていくため、粟ヶ岳を舞台に開催される「スカイレース」の全国大会など、ニッチで

ディープなスポーツイベント等の誘致や、アウトドア企業との連携によるアクティビティの

創出に取り組み、アウトドアとスポーツの聖地となることを目指します。 

 自然動態の改善を図っていくため、未婚化対策及び晩婚化対策に取り組むとともに、子育

てしやすい環境の充実、出産のために退職した女性を対象とした再就職支援、男性向け家事・

育児等のセミナーを通じた男女共同参画意識の醸成など、子どもを産み、育てやすい環境の

整備を進めていきます。 
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(3)  処方箋その３  人口減少社会、少子高齢化社会と共存する道を歩む  

～高度成長期以来の価値観の転換を図ることで「持続可能」という最強の武器をこの手に～ 

〔 ４，４１０，６８２ 千円 ※重複掲載を除く。（主要事業説明資料 P26）〕 

 

   「高齢者」概念の転換 [ １５，６０９ 千円 ※重複掲載を除く。] 

 

 

 

 

 

 

ア 高齢者社会参画推進事業                 ５，９７９千円 （P３０） 

イ 高齢者就業支援事業                   ９，６３０千円 （P３０） 

ウ 生涯学習振興事業（※重複掲載）             １，８７４千円 （P５７） 

エ 介護保険事業特別会計（※重複掲載）       ９，２６８，０００千円 （P６０） 

 

   「社会インフラ」概念の転換 [ ４，２１０，６８２ 千円 ※重複掲載を除く。] 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 民間活力の活用                       １５０千円 （P２３） 

イ 林道橋長寿命化事業                     ８００千円 （P４３） 

ウ 社会資本に係る包括的維持管理業務委託         ６１，０５６千円 （P４９） 

エ 技術者資格取得支援事業                 ２，０００千円 （P４９） 

オ 道路維持・修繕事業                 ５０４，４２１千円 （P５０） 

カ 橋梁維持・修繕事業                 ２１９，４０８千円 （P５０） 

キ 除雪業務費（※重複掲載）              １９２，５５１千円 （P５０） 

ク 都市基盤の整備・検討                    ４８０千円 （P５１） 

ケ 公園の維持管理及び整備・修繕            ２３３，８６７千円 （P５１） 

コ 図書館等複合施設建設事業（※重複掲載）       ３５３，２８９千円 （P５８） 

                    （債務負担行為 １３０，２５５千円） 

サ スポーツ・文化・交流複合施設建設事業（※重複掲載）１，４８８，１５６千円 （P５９） 

（債務負担行為  ２４，６７８千円） 

シ 介護保険事業特別会計（※重複掲載）       ９，２６８，０００千円 （P６０） 

ス 農業集落排水事業特別会計              ７２２，０００千円 （P６１） 

 

 かわまち交流拠点施設について、水辺の新しい活用の可能性を創造する「ミズベリング」

の区域指定を活かし、ファミリー層をメーンターゲットとしたリノベーションを行い、河川

空間における新たなにぎわいを創出していきます。 

 また、市民生活に欠かすことのできない社会インフラの効率的な維持管理の継続と、その

担い手である市内建設業者の安定的な仕事量の確保に向け、嵐北地区の市街地区域において

先行的に導入してきた「包括的維持管理業務委託」について、対象区域の拡大に向けた検討

を深めていきます。 

地域の担い手としての活躍を後押しするため、きっかけの１歩事業等における新たなステ

ージでの活躍に向けた支援体制の充実を図ります。 

さらに、活躍の場を広げていくため、有償ボランティアの活動メニューに単身高齢者等の

見守り活動や人材が不足している介護施設等における介護支援を加えるとともに、「シルバー

元気プロジェクト」において、地域での活躍の場の創出に向けた検討を行っていきます。 
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セ 公共下水道事業特別会計             ２，４６６，５００千円 （P６１） 

                      （債務負担行為 ４１４，１００千円） 

 

   「一極集中」思考の転換 [ １８４，３９１ 千円 ※重複掲載を除く。] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア まちなか交流広場運営事業（※重複掲載）        １５，０２３千円 （P２４） 

イ 移住促進事業（※重複掲載）              １７，０９４千円 （P２５） 

ウ コミュニティ支援事業                 ２０，７４９千円 （P２５） 

エ 地域おこし協力活動事業（※重複掲載）        １１７，５２４千円 （P２６） 

オ 中心市街地活性化事業                 ３４，１８５千円 （P２６） 

カ 医療体制確保対策事業（※重複掲載）           ２，４００千円 （P３５） 

キ 農業担い手確保育成事業（※重複掲載）        １３１，５５５千円 （P４１） 

ク 商工業活性化事業（※重複掲載）            ８４，４６４千円 （P４４） 

ケ 工業流通団地の整備（※重複掲載）   （債務負担行為 １４８，４３０千円）（P４６） 

コ 観光事業                       ３８，９５２千円 （P４８） 

サ 住宅団地の整備            （債務負担行為 ４４２，０９２千円）（P４９） 

シ 図書館等複合施設建設事業（※重複掲載）       ３５３，２８９千円 （P５８） 

                    （債務負担行為 １３０，２５５千円） 

ス 文化財の保護及び啓発事業                ３，５３３千円 （P５８） 

セ 遺跡発掘調査事業                   ８６，９７２千円 （P５８） 

ソ スポーツ振興事業（※重複掲載）            ２３，８４９千円 （P５９） 

タ スポーツ・文化・交流複合施設建設事業（※重複掲載）１，４８８，１５６千円 （P５９） 

（債務負担行為  ２４，６７８千円） 

まちなかにおいては、二つの複合施設の整備や多彩な交流を育むための面展開に向けた環

境整備を進めるとともに、「（仮称）えんがわオープンカフェ」の開催等を通じ、新たなまち

のにぎわいを創出していきます。 

須頃地区においては、広域交流エリアの形成に向け、アクセス道路等を整備するほか、土

地区画整理事業者と連携し、民間活力が最大限に発揮されるための環境整備に努めます。 

栄地域においては、工業流通団地の整備により生産拠点エリアとしての優位性を高めつつ、

新たな住宅団地の造成を進めていきます。 

下田地域においては、八十里越の開通を見据えた只見町との連携や、下田郷の豊かな自然

を活かしたアウトドアとスポーツの聖地としての知名度を高めるための取組を進めるほか、

地域おこし協力隊による各集落活動を通じて地域課題を把握しながら地縁型コミュニティの

維持、存続に必要な取組を検討していきます。 



●重点政策の総額は１３，４０８，２６７１３，４０８，２６７１３，４０８，２６７１３，４０８，２６７千円千円千円千円で、平成３０年度当初予算に占める割合は

２８．９％２８．９％２８．９％２８．９％になりました。

●投資的経費のうち重点政策に充当する経費は ５，４０７，８６１千円５，４０７，８６１千円５，４０７，８６１千円５，４０７，８６１千円で、投資的経費全体に

　占める割合は７８．５％７８．５％７８．５％７８．５％
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重点政策構成比重点政策構成比重点政策構成比重点政策構成比

重 点 政 策

13,408,267千円

(28.9％)

一 般 政 策

32,981,733千円

(71.1％)

一般会計歳出

46,390,000千円

義務的経費

23,302,444千円

(50.2％)

その他の経費

16,201,453千円

(35.0％)

一般会計歳出

46,390,000千円

投資的経費のうち重点政

策に充当する経費

5,407,861千円

投資的経費に占める割合

（78.5％）

投資的経費

6,886,103千円

(14.8％)

※

※※

※一般会計のみ


